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今
回
は
春
日
部
市
で
す
。
エ
ッ
！
「
ク
レ
ヨ
ン

し
ん
ち
ゃ
ん
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
休
診
に
な
っ

た
小
児
科
と
産
科
の
再
開
に
と
り
く
ん
だ
市
民

運
動
の
話
で
す
。

　

春
日
部
市
立
病
院
は
、
１
９
５
８
年
に
厚
生

農
協
連
か
ら
引
継
ぎ
、
79
床
５
診
療
科
で
ス
タ
ー

ト
。
１
９
６
５
年
に
総
合
病
院
に
。
そ
の
後
、

１
９
６
９
年
に
６
階
建
て
、
２
５
０
床
・
13
科
へ
、

さ
ら
に
増
築
を
経
て
、
２
０
１
６
年
に
現
在
の
新

築
・
春
日
部
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
東

部
の
中
核
的
病
院
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

途
中
２
０
０
７
年
、
医
師
・
看
護
師
不
足
で

小
児
科
・
産
科
が
休
診
に
。
そ
の
結
果
、
土
・
日
、

祝
日
に
は
市
内
の
小
児
科
医
療
体
制
自
体
が
無

く
な
る
深
刻
な
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
２
０
０
８
年
に
「
春
日
部
市
立
病
院
の

充
実
と
小
児
科
・
産
科
の
再
開
を
め
ざ
す
市
民

の
会
」
が
発
足
。
地
域
の
自
治
会
、連
合
婦
人
会
、

歯
科
医
師
会
な
ど
の
協
力
も
得
て
再
開
の
議
会

請
願
へ
。
署
名
に
は
、
宣
伝
カ
ー
に
駆
け
寄
る

母
親
、
ス
ー
パ
ー
前
で
は
持
ち
帰
っ
て
全
家
族

分
を
届
け
て
く
れ
た
老
人
、
自
治
会
も
回
覧
板

で
集
め
て
く
れ
、
４
万
３
１
５
筆
に
。
市
議
会

も
全
会
一
致
で
採
択
。
市
民
の
会
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
開
催
。
財
政
問
題
が
ネ
ッ
ク
と
聞
い
て

学
習
会
も
開
催
。
こ
う
し
た
運
動
の
結
果
、外
来
、

入
院
診
療
が
順
次
再
開
さ
れ
、
２
０
１
１
年
に

は
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
総
務
省
は
何
を
し
て
い
た
か
？

「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発
し
て
、

①
安
上
り
・
赤
字
解
消
、
②
統
合
・
廃
止
、
③

民
営
手
法
導
入
・
民
間
化
の
、
市
民
要
求
と
は

真
逆
の
計
画
強
制
で
し
た
。
そ
の
流
れ
は
今
も

続
い
て
い
る
そ
う
で
、「
国
の
公
立
病
院
潰
し
に

抗
し
、
市
民
の
願
い
を
立
派
に
な
っ
た
建
物
に

注
入
し
続
け
た
い
」
と
市
民
の
会
の
齋
藤
事
務

局
長
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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社
会
保
障
と
言
っ
て
も
、
年
金
、

社
会
手
当
、
生
活
保
護
、
失
業
給
付

や
労
災
補
償
、
そ
し
て
、
子
ど
も
・

高
齢
・
障
害
・
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス

か
ら
医
療
保
険
ま
で
広
大
な
分
野
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
に
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
」
の
名
の
も
と
に
安
倍
・
菅
・

岸
田
政
権
で
一
貫
し
た
解
体
政
策
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
通
じ
た
改
悪
方
向
ま
で

具
体
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
主
権
・
地
方
自
治
に
よ
る
対

抗
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
誰
に
で

も
分
か
り
、
誰
も
が
取
り
組
み
た
く

な
る
「
社
会
保
障
の
基
礎
情
報
」
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
で
地
方
自
治
と
住
民

の
人
権
は
ど
う
な
る
。
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
失
態
で
情
報
の
管
理
、
シ
ス
テ

ム
不
備
が
露
呈
。
自
治
体
業
務
シ
ス

テ
ム
標
準
化
は
ベ
ン
ダ
ー
不
足
も
影

響
し
て
か
、
２
０
２
５
年
度
末
の
完

了
期
限
を
柔
軟
に
す
る
閣
議
決
定
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
自
治
体
の
標
準

化
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
リ

フ
ト
作
業
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

か
、現
状
を
報
告
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
政
府
、
企
業
推
奨
の
、
熊

谷
市
に
お
け
る「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」

の
現
状
、
久
喜
市
に
お
け
る
「
Ｉ
Ｃ

リ
ス
ト
バ
ン
ド
に
よ
る
児
童
管
理
」

な
ど
、
各
地
で
進
行
す
る
「
先
進
」

事
業
の
報
告
を
も
と
に
、
デ
ジ
タ
ル

化
と
の
向
き
合
い
方
を
交
流
し
ま

す
。

　
「
議
会
広
報
か
ら
見
え
る
全
国
・

県
内
議
会
の
現
状
と
新
し
い
風
」
の

テ
ー
マ
で
問
題
提
起
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
自
治
体

　

住
民
生
活
と
地
域
の
諸
現
実
は
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
打

開
の
糸
口
の
一
つ
は
地
域
主
権
の
も
と
に
公
共
の
役
割
を
再
生
す
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
研
究
所
は
、
本
年
度
の
重
要
事
業
と
し
て
住

民
、
自
治
体
職
員
、
議
員
が
共
同
し
て
取
り
組
む
６
つ
の
研
究
会
と
プ
ラ

ス
１
の
Ｄ
Ｘ
研
究
会
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
左
の
と
お
り
10
月
だ

け
で
も
５
つ
の
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
各
研
究
会
で
協
議
し
て
継
続
し

て
と
り
く
む
事
業
で
す
。こ
の
研
究
会
に
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

動
き
始
め
た
研
究
会
活
動

社
会
保
障
の
基
礎
を 

も
う
一
度

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
現
状
と
対
抗
政
策
を
探
る

自
治
体
議
会
の
役
割
と
改
革
課
題

〇
10
月
10
日
（
火
）
18
時
30
分

〇
埼
玉
自
治
労
連
会
館
３
階
会
議
室　

ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
方
式

〇
講
師　

平
野　

方
紹
氏
（
埼
玉
自
治
体
問

題
研
究
所
理
事
長
）

〇
10
月
14
日
（
土
）
10
時
00
分
～

〇
埼
玉
自
治
労
連
会
館
３
階
会
議
室　

ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
方
式

〇
基
調
提
起　

林　

敏
夫
氏（
研
究
所
理
事
・

研
究
員
）

　

報
告
１　

白
根　

よ
し
の
り
氏（
熊
谷
市
議
）

　

報
告
２　

杉
野　

お
さ
む
氏（
久
喜
市
議
）

〇
10
月
21
日
（
土
）
13
時
30
分
～

〇
埼
玉
自
治
労
連
会
館
３
階
会
議
室　

ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
方
式

〇
講
師　

芳
野　

政
明
氏
（
議
会
広
報
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

担当　川嶋理事

担当　林理事
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議
会
と
は
？　

ど
の
よ
う
な
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
？　

本
来
の

機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
？　

な

ど
を
学
び
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

上
尾
市
議
の
池
田
達
生
さ
ん
か
ら

「
議
会
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
、
川

口
市
議
の
松
本
幸
恵
さ
ん
か
ら
議
会

広
報
の
発
行
に
む
け
た
取
り
組
み
な

ど
の
報
告
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
１
９
９

４
年
に
日
本
が
批
准
し
て
約
30
年
。

同
条
約
は
18
歳
未
満
の
児
童
（
子
ど

も
）
を
、
権
利
を
も
つ
主
体
と
位
置

づ
け
、
お
と
な
と
同
様
の
人
間
と
し

て
の
人
権
を
認
め
、
同
時
に
、
年
齢

に
応
じ
た
保
護
や
配
慮
の
権
利
も
定

め
て
い
ま
す
。
各
自
治
体
の
施
策
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

北
本
市
は
昨
年
の
3
月
議
会
で

「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
」

を
全
会
一
致
で
採
択
、
10
月
か
ら
施

行
し
て
い
ま
す
。
同
市
議
会
で
子
ど

も
の
権
利
条
例
策
定
に
積
極
的
な
役

割
を
果
た
し
た
講
師
か
ら
、
①
制
定

の
背
景
、
②
制
定
に
際
し
て
心
掛
け

た
こ
と
、
③
制
定
後
の
動
き
、
④
制

定
の
意
義
と
今
後
の
展
望
な
ど
を
お

話
し
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
学
習
と

交
流
を
深
め
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
づ
く
り
の
展
望

　

①
国
民
健
康
保
険
料
の
統
一
化
・

保
険
料
引
上
げ
計
画
、
調
査
・
策
定

中
の
②
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
、
③
障
害
者
計
画
・
障
害
者
福
祉

計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画
、
そ
し
て
、

５
年
の
今
期
計
画
期
間
が
終
了
で
新

た
な
策
定
に
入
る
④
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
…
…
市
町
村
の
計
画

策
定
が
目
白
押
し
で
す
。

　

何
を
ど
う
見
て
、
考
え
、
提
言
し

た
ら
よ
い
の
か
、
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝

え
し
、
各
分
野
の
専
門
的
視
点
か
ら

の
報
告
や
議
会
動
向
の
交
流
も
し
て

み
ま
す
。

早
わ
か
り 

市
町
村
の
福
祉
計
画（
24
版
）

〇
10
月
31
日
（
火
）
18
時
30
分
～

〇
埼
玉
自
治
労
連
会
館
３
階
会
議
室　

ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
方
式

〇
講
師　

平
野　

方
紹
氏
（
埼
玉
自
治
体
問

題
研
究
所
理
事
長
）

〇
10
月
23
日
（
月
）
19
時
00
分
～

オ
ン
ン
ラ
イ
ン
方
式
（
18
：
30
接
続
開
始
）

〇
講
師　

桜
井　

卓
氏（
北
本
市
議
会
議
員
）

　

あ
ら
た
め
て
「
６
プ
ラ
ス
１
」
と
は
、
①
社
会
保
障
研
究
会
、
②
子
ど
も
子
育
て
研
究
会
、
③
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
、
④
環
境
・
防
災
・
気
候
危
機
研
究
会
、
⑤
自
治
体
財
政
研
究
会
、
⑥
議
会
活
動
研
究
会
に
プ
ラ
ス
し
て
デ

ジ
タ
ル
と
暮
ら
し
・
地
方
自
治
研
究
会
で
す
。

　

各
研
究
会
は
原
則
と
し
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
「
参
加
申
込
書
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
自
治
体
問
題
研
究
所　

０
４
８
―
７
２
２
―
９
２
７
２

　

メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も
可　

info@
saitam

a-jitiken.com

　

な
お
、
リ
モ
ー
ト
の
場
合
は
メ
ー
ル
を
い
た
だ
け
れ
ば
招
待
メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す
。

よ
り
易
し
く　

よ
り
深
く　

住
民
自
治
の
心
が
覚
醒
す
る

担当　森川理事
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近
年
は
窓
口
負
担
割
合
が
増
え
て
し

ま
い
、
患
者
の
受
診
控
え
と
疾
病
の
重

症
化
な
ど
の
問
題
も
言
わ
れ
た
り
、
負

担
金
の
支
払
が
困
難
な
た
め
に
無
料
低

額
診
療
に
尽
力
す
る
医
療
機
関
が
あ
っ

た
り
と
、
制
度
の
綻
び
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持

す
る
た
め
に
、
国
を
挙
げ
て
様
々
な
機

関
が
関
わ
り
、
体
制
の
確
保
に
努
力
が

続
け
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。　

医
療
保

険
制
度
の
運
営
は
保
険
料
収
納
か
ら
医

療
の
給
付
、
支
払
い
、
加
入
者
の
管
理

と
と
も
に
保
険
証
の
発
行
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

　

保
険
証
の
発
行
は
国
民
皆
保
険
制
度

の
一
環
と
し
て
、保
険
者
（
共
済
組
合
、

国
民
皆
保
険
制
度
と
保
険
証

　

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
も
が
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
国
民
皆
保
険
制
度
は
１
９
６
１

年（
昭
和
36
年
）に
成
立
し
た
と
さ
れ
、

以
降
60
年
以
上
に
わ
た
り
、
先
人
た
ち

が
制
度
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
年
６
月
、
２
０
２
４
年
秋
か
ら
順
次
、
健

康
保
険
証
を
廃
止
す
る
と
い
う
法
律
が
成
立
し

た
後
も
、
ト
ラ
ブ
ル
が
連
日
報
道
さ
れ
廃
止
延

期
論
が
高
ま
り
ま
し
た
。
８
月
４
日
に
岸
田
総

理
は
会
見
で
「
健
康
保
険
証
の
廃
止
は
不
安
払

拭
の
措
置
が
完
了
す
る
こ
と
が
大
前
提
」
と
述

べ
、廃
止
に
こ
だ
わ
っ
て
い
く
姿
勢
を
強
調
し
、

延
期
は
表
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
バ
ラ
マ
キ
施
策
の
効
果

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
国
民
の
７
割
が

保
有
す
る
ま
で
と
な
り
、
保
険
証
と
一
体
化
さ

せ
た
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
も
国
民
の
半
数
が
所

持
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は
国
民
の

多
数
に
支
持
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
肝

心
の
シ
ス
テ
ム
も
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
た
め
に
、

政
府
の
対
応
は
迷
走
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
社
会
保
障
制
度
に
お
い
て
国
民
皆
保

険
を
や
め
る
と
い
う
合
意
は
議
論
さ
れ
て
お
ら

ず
、
保
険
証
を
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
ま
す
。
医
療
現
場
や
保
険
証
廃
止
を
進
め

て
い
る
政
府
の
近
況
を
紹
介
し
ま
す
。

健
康
保
険
証
は

国
民
皆
保
険
制
度
に
絶
対
必
要

迷
走
す
る
シ
ス
テ
ム
の
強
行

埼
玉
県
保
険
医
協
会
　
事
務
局
　
田
中
　
優
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健
保
組
合
、
協
会
け
ん
ぽ
、
国
保
、
後

期
高
齢
者
等
）、
市
町
村
行
政
や
関
係

諸
機
関
の
多
様
な
職
層
の
努
力
で
滞
り

な
く
続
け
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

60
年
以
上
に
わ
た
り
国
を
挙
げ
て
非

常
に
複
雑
に
な
っ
て
い
る
医
療
保
険
制

度
を
運
営
す
る
体
制
が
確
保
さ
れ
て
き

た
と
い
え
ま
す
。

　

保
険
証
廃
止
法
は
、
本
当
は
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
等
の
一
部
改
正
法
」
と
言

わ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

立
法
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
普
及

さ
せ
た
い
政
府
の
思
惑
が
あ
っ
て
、
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
一
体
化
ま
で

に
止
め
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
も
の
を
、

従
来
の
保
険
証
を
廃
止
す
る
と
こ
ろ
ま

で
一
気
に
振
り
切
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

振
り
返
る
と
、
政
府
や
与
党
は
国
民

皆
保
険
制
度
の
中
で
保
険
証
の
果
た
す

役
割
や
発
行
体
制
の
複
雑
さ
な
ど
を

し
っ
か
り
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
保
険
証
を
廃
止
し
て
し
ま

う
こ
と
の
重
大
さ
が
認
識
さ
れ
な
い
ま

ま
成
立
し
て
し
ま
っ
た
の
が
実
態
だ
と

思
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
シ
ス
テ
ム（「
オ

ン
資
」
シ
ス
テ
ム
）
で
多
発
す

る
ト
ラ
ブ
ル

　

患
者
の
資
格
確
認
を
す
る
た
め
に
、

従
前
は
健
康
保
険
証
の
提
示
を
受
け

て
、
目
視
と
資
格
情
報
の
転
記
な
ど
で

医
療
機
関
は
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
専
用

回
線
を
介
し
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
よ
り

患
者
の
加
入
状
況
や
資
格
確
認
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
え
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ

ム
が
提
起
さ
れ
た
の
が
２
０
１
９
年
で

す
。
こ
れ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
（
医
療
業
界
で
は
「
オ
ン
資
」

と
呼
び
、
以
下
「
オ
ン
資
」）
と
言
い

ま
す
。

　

当
初
は
こ
の
オ
ン
資
の
メ
リ
ッ
ト
の

１
つ
と
し
て
、
医
療
機
関
の
受
付
実
務

の
減
少
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
不
誠
実
な
説
明
で
し
た
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
み
な
ら
ず
健

康
保
険
証
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
回
線
で
資

格
情
報
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
今
と
な
っ
て
は
却
っ
て
受
付

実
務
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
医
療
現
場

の
実
感
で
す
。

　

政
府
は
オ
ン
資
を
マ
イ
ナ
保
険
証
で

利
用
す
る
こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
た
め

に
、
患
者
が
同
意
し
た
場
合
に
は
、
処

方
歴
や
手
術
歴
な
ど
の
医
療
情
報
を
医

療
機
関
と
共
有
し
て
診
察
や
治
療
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
宣
伝
し
て
い
ま
す
。「
安
心
・

安
全
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
」
と
ま

で
言
っ
て
い
ま
し
た
。（
今
は
適
正
な

医
療
が
受
け
ら
れ
る
と
言
い
換
え
ら
れ

て
い
ま
す
）。

　

医
療
分
野
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅

れ
て
い
る
」
と
強
調
さ
れ
、「
医
療
Ｄ

Ｘ
」
を
掲
げ
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
も

た
ら
す
利
便
性
、
未
来
に
貢
献
す
る
新

規
技
術
な
ど
と
、
効
用
が
漠
然
と
語
ら

れ
、
医
療
現
場
に
関
連
施
策
の
導
入
が

矢
継
ぎ
早
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

２
０
２
３
年
９
月
の
段
階
で
、
オ
ン

資
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
マ
イ
ナ
保
険
証

に
対
応
す
る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
運
用

し
て
い
る
診
療
所
は
埼
玉
県
で
８
割
ほ

ど
を
数
え
ま
す
。

　

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
な
ど
、
オ

ン
資
の
義
務
化
方
針
が
出
た
２
０
２
２

年
５
月
の
時
点
で
、
実
際
に
運
用
し
て

い
た
の
は
１
割
ち
ょ
っ
と
で
し
た
。（
医

科
14
・
２
％
、
歯
科
10
・
２
％
）　

と

こ
ろ
が
、
約
１
年
の
間
に
７
割
も
の
医

療
機
関
に
マ
イ
ナ
保
険
証
に
対
応
で
き

る
よ
う
「
強
要
」
が
行
わ
れ
て
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
強
要
施
策
に
は
経
過
措
置
が
あ

り
、
対
応
で
き
な
い
医
療
機
関
に
は
猶

予
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
24

年
秋
、
す
な
わ
ち
保
険
証
が
廃
止
さ
れ

る
時
期
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
猶
予
措
置

は
終
了
し
、
備
え
ら
れ
な
い
医
療
機
関

は
廃
業
閉
院
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
の
ま
ま
だ
と
多
数
の
閉
院

医
療
機
関
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
続
出
は
予
見
さ
れ

て
い
た
も
の
の

　

保
険
医
協
会
で
は
オ
ン
資
の
対
応
状

況
や
評
価
を
会
員
に
定
点
的
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

昨
年
８
月
～
９
月
の
調
査
時
に
は
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
使
用
す
る
医
療
機

関
も
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
患

者
も
少
な
い
な
が
ら
、
医
科
診
療
所
の

49
％
、
歯
科
診
療
所
の
17
％
で
何
ら
か

の
ト
ラ
ブ
ル
経
験
が
あ
る
こ
と
が
判
り

ま
し
た
。

　
「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
認
識
し
な
い
、

顔
認
証
が
読
み
込
ま
な
い
」
と
い
う
機

器
の
不
具
合
、「
デ
ー
タ
を
照
合
し
て

も
、
患
者
の
デ
ー
タ
と
一
致
し
な
い
、

読
め
な
い
伏
字
が
出
る
」
な
ど
の
情
報

の
間
違
い
、不
備
に
加
え
、カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
自
体
が
全
国
的
に
起
動
し
な
い
と

い
う
通
信
障
害
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し

た
。

　

利
用
事
例
が
極
少
数
の
時
期
か
ら
見

ら
れ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
厚
労
省
は
対
応
す

る
こ
と
が
な
い
ま
ま
、
今
年
４
月
か
ら

の
本
格
的
シ
ス
テ
ム
ス
タ
ー
ト
に
臨
ん

で
し
ま
い
、
利
用
増
と
な
っ
た
４
～
５

月
に
様
々
な
エ
ラ
ー
が
報
道
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
し
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た
。

　

驚
く
べ
き
こ
と
に
政
府
・
厚
労
省
、

大
臣
た
ち
は
「
他
人
の
名
前
が
表
記
さ

れ
る
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い

る
こ
と
や
、
そ
の
後
も
一
定
の
割
合
で

生
じ
続
け
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
保

険
証
廃
止
法
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
報
道
を
受
け
て
国
会
な
ど

で
も
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
し
た
が
、

法
律
案
を
国
会
に
提
示
し
た
時
点
で
は

そ
う
し
た
課
題
が
あ
る
こ
と
を
説
明
も

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
民
の
医
療

情
報
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
を
軽
ん

じ
な
が
ら
、
保
険
証
廃
止
を
進
め
て
い

た
と
い
え
ま
す
。

資
格
確
認
が
で
き
な
い
事
態

　

マ
イ
ナ
保
険
証
で
は
医
療
機
関
が
患

者
の
加
入
す
る
保
険
資
格
を
確
認
で
き

な
い
事
例
が
多
数
出
て
、
医
療
機
関
で

は
患
者
か
ら
負
担
金
10
割
を
受
領
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
多
数
出
て
き

ま
し
た
。

　

保
険
医
協
会
の
会
員
調
査
で
も
、
患

者
に
10
割
負
担
を
求
め
ざ
る
を
え
な
く

な
り
、
患
者
か
ら
怒
鳴
ら
れ
た
り
、
支

払
を
躊
躇
さ
れ
る
と
い
う
例
が
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

厚
労
省
は
患
者
に
10
割
負
担
と
い
う

重
い
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
７
月

に
「
被
保
険
者
資
格
申
立
書
」
な
る
も

の
を
通
達
し
ま
し
た
。

　

資
格
が
確
認
で
き
な
い
患
者
に
は
患

者
の
記
憶
を
頼
り
に
申
立
書
を
書
か
せ

て
、
患
者
の
申
し
出
ど
お
り
の
負
担
割

合
で
受
領
す
る
、
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

保
険
診
療
の
規
則
に
反
す
る
実
務
を
医

療
機
関
に
求
め
た
の
で
す
。

　

本
来
、
保
険
診
療
時
に
医
療
機
関
は

患
者
の
保
険
資
格
を
確
認
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
に
対

応
す
る
た
め
に
は
従
来
規
則
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

無
保
険
状
態
を
回
避
す
る
た
め

に
　

元
々
、
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と

で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
も
、「
資
格
確

認
書
」で
も
申
請
が
前
提
と
な
る
た
め
、

申
請
漏
れ
な
ど
で
国
民
に
無
保
険
状
態

が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
国
会
で
審
議

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

有
効
期
限
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は
５

年
で
す
が
、
資
格
確
認
書
は
１
年
な
の

で
、
毎
年
の
申
請
手
続
が
必
要
と
な
る

こ
と
の
懸
念
は
当
然
で
し
た
。
厚
労
省

は
資
格
確
認
書
の
申
請
主
義
は
変
え
な

い
も
の
の
、「
当
面
は
申
請
勧
奨
」「
職

権
交
付
を
判
断
し
て
い
く
」
な
ど
の
緩

和
方
法
を
答
弁
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
無
保
険
状
態
は
回
避
で

き
ま
せ
ん
。
岸
田
総
理
は
８
月
４
日
の

会
見
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い

図 1
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者
に
対
し
て
保
険
者
が
交
付
す
る
資
格

確
認
書
の
有
効
期
限
１
年
を
「
最
長
５

年
で
保
険
者
が
判
断
」
と
期
限
延
長
を

表
明
す
る
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

無
保
険
回
避
策
の
究
極
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
国

民
に
は
「
資
格
確
認
書
」
を
発
行
す
る

一
方
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
だ
け
で
は
資

格
確
認
が
で
き
な
い
状
況
は
一
定
の
確

率
で
生
じ
続
け
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
の
中
に
は
オ
ン
資

義
務
化
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
医
療
機

関
が
全
国
で
８
０
０
０
件
ほ
ど
あ
り
、

こ
の
医
療
機
関
に
は
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
参
し
て
も
資
格
確
認
が
で
き
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

８
月
に
入
り
、
こ
の
事
態
へ
の
対
応

と
し
て
政
府
・
厚
労
省
は
「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」
と
い
う
今
の
保
険
証
と

ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
資
格
情
報
を
記

し
た
書
面
を
作
る
方
針
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
所
持
者
全
て
に
発

行
し
、
患
者
に
は
受
診
時
に
マ
イ
ナ
保

険
証
と
供
に「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

を
常
に
携
行
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
国
民
の
半
数
ほ
ど

が
保
有
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
膨
大
な
発
行
数
で
す
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
国
民
に

は
、
保
険
者
か
ら
自
動
的
に
「
資
格
確

認
書
」
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
新
た
な
発
行
作
業
の
た
め

に
は
膨
大
な
発
行
実
務
や
新
た
な
シ
ス

テ
ム
の
開
発
が
必
要
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

健
康
保
険
証
を
存
続
さ
せ
れ
ば
、
無

駄
な
労
力
も
シ
ス
テ
ム
開
発
コ
ス
ト
も

不
要
な
の
は
明
ら
か
で
す
。

手
間
が
か
か
る
マ
イ
ナ
保
険
証

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
使
用
経
験
者
は
ま

だ
ま
だ
少
数
で
す
。
知
ら
れ
て
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
受
付
で
の
操
作
は

慣
れ
な
い
と
か
な
り
困
惑
し
ま
す
。
電

車
の
改
札
の
よ
う
に
「
ピ
ッ
」
と
か
ざ

し
て
終
了
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
マ
イ
ナ
保
険

証
を
か
ざ
し
、
顔
認
証
か
暗
証
番
号
の

入
力
で
「
本
人
認
証
」
を
し
た
後
に
、

医
療
機
関
に
手
術
歴
や
処
方
歴
、
特
定

健
診
の
結
果
な
ど
の
情
報
提
供
に
同
意

す
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
行
わ
な
い
と
受
付
が
終
了

し
な
い
の
で
す
。「
本
人
認
証
」
だ
け

で
も
ス
ム
ー
ス
に
い
か
な
い
の
に
、
受

診
の
都
度
、
こ
の
受
付
を
滞
り
な
く
完

遂
を
す
る
に
は
慣
れ
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
て
苦
労
し
て
受
付
作
業
を
し

て
も
、
エ
ラ
ー
が
出
て
し
ま
い
資
格
確

認
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
わ
け
で

す
。

　

今
年
８
月
に
実
施
し
た
会
員
調
査
で

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
患
者
対
応
で

受
付
業
務
が
「
増
え
た
」
の
が
92
％

で
、
主
な
理
由
は
「
患
者
へ
の
説
明
」

「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
補
助
」、
そ
の
他

に
「
資
格
確
認
の
作
業
」
な
ど
が
上
が

り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
さ
れ
て

き
た
デ
ー
タ
が
正

し
い
の
か
、
保
険

証
デ
ー
タ
や
自
院

の
既
存
デ
ー
タ
が

正
し
い
の
か
の
照

合
作
業
が
必
要
な

の
で
す
。（
図
１
）

　

そ
の
た
め
に
、

医
療
機
関
側
で
は

保
険
証
の
必
要
性

を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
95
％
が
「
保

険
証
は
残
す
べ

き
」
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
５
月
の

調
査
で
は
「
保
険

証
は
存
続
さ
せ
る

べ
き
」
と
し
て
い

た
の
は
85
％
、
昨

年
８
月
は
「
保
険

証
廃
止
に
反
対
」

と
し
て
い
た
の
は

半
数
ほ
ど
で
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

の
利
用
勝
手
の
悪
さ
か
ら
マ
イ
ナ
保
険

証
し
か
な
か
っ
た
ら
、
受
付
が
回
ら
な

く
な
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

利
用
数
も
利
用
率
も
減
少

　

患
者
に
し
て
も
マ
イ
ナ
保
険
証
に
対

す
る
信
頼
感
は
高
ま
っ
て
い
る
と
は
い

図 2
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特集Ⅰ 健康保険証は国民皆保険制度に絶対必要

え
ま
せ
ん
。

　

厚
労
省
は
毎
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
の
利
用
回
数
を
発
表
し

て
い
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

率
は
本
格
開
始
と
な
っ
た
４
月
に
６
・

３
％
か
ら
始
ま
り
、
以
来
毎
月
下
降
中

で
７
月
に
は
５
・０
％
で
し
た（
図
２
）。

　

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
備
え
る
医
療
機

関
数
は
増
え
て
お
り
、
保
険
証
で
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

る
受
付
数
も
増
え
て
い
る
も
の
の
マ
イ

ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
患
者
は
減
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
，
医
療
機
関
側
で
も
処
方
歴
な

ど
の
医
療
情
報
の
閲
覧
数
も
５
月
を

ピ
ー
ク
に
下
が
っ
て
い
ま
す
。

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
産
業
界
の

強
い
意
向

　

こ
れ
だ
け
医
療
機
関
の
受
付
な
ど
で

混
乱
が
生
じ
て
お
り
、「
保
険
証
が
な

け
れ
ば
や
っ
て
ら
れ
な
い
」
と
い
う
状

況
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
府
は
廃

止
す
る
方
針
に
頑
な
で
す
。

　

保
険
証
廃
止
は
単
独
の
政
策
で
は
な

く
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」（
本
部
長

は
岸
田
首
相
）
に
て
推
進
方
針
が
策
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
方
針
の
中
で
24
年

秋
に
保
険
証
を
廃
止
す
る
方
針
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
面
の
と
こ
ろ
で
具
体
化
さ
れ
て
い

る
主
な
も
の
は
、
①
全
国
医
療
情
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
創
設
、
②
電
子
カ

ル
テ
情
報
の
標
準
化
、
③
診
療
報
酬
改

定
Ｄ
Ｘ
な
ど
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
医
療
情
報
の
利
活
用
は
、
国
が

設
け
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
ま
す

が
、
こ
れ
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
呼

ば
れ
て
充
実
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
の
医
療
機
関
の
電
子

カ
ル
テ
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
も
目
指

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
医
療
本
来
の
目
的
で
推
進

さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
経
済
界
、

産
業
界
が
情
報
の
二
次
利
用
を
目
的
に

し
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
の
方
針
を
み
る
と
、

「
国
の
意
思
決
定
の
下
で
強
力
に
推
進
」

な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の

生
涯
に
わ
た
る
保
健
医
療
デ
ー
タ
を
Ｐ

Ｈ
Ｒ
（
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ 

Ｈ
ｅ
ａ

ｌ
ｔ
ｈ 

Ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
）
と
し
て
自

分
自
身
で
一
元
的
に
把
握
可
能
」「
関

係
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
る
」「
二

次
利
用
に
よ
り
、
創
薬
、
治
験
等
の
医

薬
産
業
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
振
興
に

資
す
る
」
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
経
済
同
友
会
の
新
浪
会
長
が

保
険
証
廃
止
の
「
納
期
は
守
っ
て
ほ
し

い
」
と
発
言
し
ま
し
た
が
、
医
療
Ｄ
Ｘ

方
針
を
実
現
さ
せ
た
い
の
は
、
医
療
現

場
や
患
者
で
は
な
い
こ
と
が
良
く
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

11
月
末
ま
で
に
総
点
検
と
全
件

チ
ェ
ッ
ク

　

政
府
は
11
月
末
の
「
総
点
検
」
完
了

に
向
け
て
、
全
国
の
保
険
者
に
誤
登
録

の
状
況
や
登
録
手
続
の
確
認
な
ど
を
進

め
て
お
り
、
９
月
に
は
保
険
資
格
デ
ー

タ
が
未
登
録
の
加
入
者
を
77
万
人
か
ら

71
万
人
と
下
方
修
正
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
登
録
済
み
の
医
療
保
険
加
入

者
の
デ
ー
タ
全
体
を「
全
件
チ
ェ
ッ
ク
」

す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。　

し
か

し
、
現
行
の
運
用
を
停
止
せ
ず
に
実
施

す
る
と
の
こ
と
で
物
量
的
に
も
実
現
性

は
低
い
と
み
ら
れ
ま
す
。
点
検
を
求
め

ら
れ
て
い
る
保
険
者
か
ら
は
点
検
費
用

や
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
な
ど
の
意
見
が
出

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
み
た
と
お
り
少
な
く
と
も

１
年
後
に
保
険
証
を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ

保
険
証
に
代
え
て
、
オ
ン
資
シ
ス
テ
ム

で
全
て
の
国
民
が
滞
り
な
く
医
療
を
受

け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

日
本
が
世
界
に
誇
る
べ
き
国
民
皆
保

険
制
度
を
堅
持
し
て
い
く
た
め
に
は
当

面
の
と
こ
ろ
健
康
保
険
証
を
残
す
こ
と

が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

　

埼
玉
県
保
険
医
協
会
と
埼
玉
弁
護
士

会
は
、共
催
で
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
配
信
も
あ
り
ま
す
。

埼玉弁護士会 ･ 埼玉県保険医協会の市民学習会へ

健康保険証が廃止されたら
医療機関も患者も困ります
10 月 7 日（土）
17 時 00 分〜 20 時 00 分
YouTube 配信も行います

コーディネーター

荻原博子さん

会場：埼玉会館小ホール
医療現場、市民 ･ 患者、そして法
的問題点を考えます。
問合せ：048-824-7130

校
」
や
研
究
所
の
情
報
な
ど
を
議
員
活
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会員交流のひろば

　

安
さ
追
求
の
市
が
発
注
す
る
公
共
工

事
や
業
務
委
託
。
そ
こ
で
働
く
労
働
者

の
賃
金
は
低
下
の
一
途
。「
こ
れ
で
い

い
の
か
？
」
と
土
建
草
加
支
部
、
草
加

市
職
労
な
ど
労
働
組
合
や
民
主
団
体
の

11
団
体
で
公
契
約
適
正
化
運
動
実
行
委

員
会
を
つ
く
り
運
動
。
２
０
１
４
年
、

埼
玉
県
内
に
初
め
て
公
契
約
条
例
を
制

定
さ
せ
た
。

　

そ
の
後
も
、
実
行
委
員
会
を
条
例
化

で
終
わ
ら
せ
ず
、
定
期
的
に
会
議
を
続

け
て
い
る
。
最
近
の
会
議
で
は
、
土
建

か
ら
「
工
事
の
工
期
が
短
く
、
予
算
が

少
な
い
。
事
業
所
か
ら
の
監
督
は
、
派

遣
社
員
や
若
い
人
な
ど
以
前
と
は
違

う
」
と
。
市
職
労
か
ら
は
、「
新
聞
折

り
込
み
の
人
員
募
集
チ
ラ
シ
を
毎
年
集

計
し
て
い
る
が
、
今
年
は
市
内
の
31
社

中
３
社
が
最
賃
額
で
募
集
。
２
０
２
２

年
４
月
の
市
役
所
正
規
職
員
は
１
８
４

４
人
、
非
正
規
職
員
１
２
８
０
人
と
、

非
正
規
職
員
抜
き
で
業
務
が
回
ら
な

い
」
の
報
告
。

　

条
例
で
定
め
る
業
務
委
託
の
時
給
単

価
に
、
学
童
指
導
員
労
組
か
ら
「
非
正

規
指
導
員
の
賃
金
改
定
に
影
響
大
な
の

で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
。

　

実
行
委
員
会
は
年
１
回
程
度
、
市
役

所
門
前
ビ
ラ
配
布
、
市
と
の
懇
談
会
を

実
施
。
６
人
で
構
成
の
市
公
契
約
審
議

会
に
土
建
か
ら
委
員
１
人
を
出
し
、
改

善
を
主
張
。
今
年
、
条
例
の
不
十
分
な

中
身
の
一
つ
だ
っ
た
公
共
工
事
適
用
範

囲
を
拡
大
さ
せ
た
。

　

①
労
働
者
の
賃
上
げ
、
②
事
業
者
の

経
営
安
定
の
た
め
、適
正
な
見
積
も
り
・

予
算
、
③
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
の
適
正
化
３
点
を
求
め
、
引
き
続

き
運
動
し
て
い
き
た
い
。
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４
月
末
の
投
票
日
か
ら
わ
ず
か
２
カ

月
後
の
６
月
定
例
議
会
。
私
は
一
般
質

問
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、

水
道
水
質
・
水
道
料
金
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

資
材
の
高
騰
対
策
、
学
校
給
食
、
障
害

児
・
者
に
優
し
い
行
政
、
イ
ン
ボ
イ
ス
、

安
心
し
て
出
か
け
ら
れ
る
ま
ち
へ
、
の

７
つ
も
欲
張
り
ま
し
た
。

　

感
想
は
、
事
前
に
協
議
を
こ
ん
な
に

も
す
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
本
番
の

質
問
で
は
、
打
ち
合
わ
せ
通
り
で
、
共

に
「
ま
つ
り
ご
と
」
と
い
う
儀
式
を
行

っ
て
い
る
み
た
い
と
さ
え
思
い
ま
し

た
。

　

定
例
議
会
は
３
、
６
、
９
、
12
月
に

あ
り
ま
す
が
、
時
が
経
つ
の
は
早
く
、

市
職
員
か
ら
１
カ
月
間
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

て
、
次
の
１
カ
月
間
は
議
会
本
番
と
思

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
２
度
目
と

な
る
、
今
の
９
月
定
例
会
が
始
ま
る
時

に
は
「
も
う
？
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

行
事
や
会
議
に
参
加
し
、
視
察
に
行

っ
て
市
の
現
状
を
確
認
し
、
突
然
の
市

民
相
談
に
も
対
応
し
、
議
員
活
動
は
結

構
忙
し
い
も
の
で
し
た
。

　

私
は
住
民
の
声
を
拡
げ
る
地
域
の
活

動
家
が
信
条
な
の
で
、
議
員
と
し
て
行

政
に
動
い
て
も
ら
う
役
割
を
果
た
し
た

い
の
で
す
が
、
殆
ど
地
域
活
動
に
手
を

つ
け
ら
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。議
員
活
動
も
け
っ
こ
う
疲
れ
ま
す
。

頭
も
気
も
回
ら
な
く
な
る
時
も
あ
り
ま

す
。　

　

で
も
、
議
員
で
も
あ
り
、
地
域
の
問

題
を
取
り
上
げ
る
活
動
家
で
も
あ
る
と

い
う
「
二
足
の
草
鞋
」
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

議
員
と
し
て
の
主
張
に
は
風
当
り
が

厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
度
々

炎
上
。「
議
員
の
く
せ
に
」
な
ど
と
罵

詈
雑
言
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
も
、
も
と
も
と
「
国
難
」
で

立
ち
上
が
っ
た
私
で
す
。
苦
し
い
の
は

当
た
り
前
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
未

経
験
の
こ
と
だ
ら
け
、
驚
く
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
初
参
加
し
た
「
自
治
体
学

住
民
の
声
を
拡
げ
る
地
域
活
動
家
か
ら

市
議
会
へ
…
…
２
度
の
定
例
会
を
経
て

川
口
市
議
会
議
員　

ふ
じ
し
ま
と
も
こ

重
要
性
増
す
ば
か
り
の
公
契
約
条
例

制
定
後
も
地
域
経
済
、
積
算
、
良
質
で
運
動

草
加
市
公
契
約
適
正
化
運
動
実
行
委
員
会　

新
間　

仁

校
」
や
研
究
所
の
情
報
な
ど
を
議
員
活

動
に
活
か
す
つ
も
り
で
す
。
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　首長や議会の姿勢は住民の暮らしに直結します。政 
策・施策はもちろん、地方制度や税・財政政策、国の
各省庁の関与も影響大ですが……、もう一つ忘れてな
らないのが「誰が、どの様に仕事を担っているか」で
はないでしょうか。

住民の幸の「担い手」は今？
話題提供（１）　編集委員　林　敏夫

地
方
自
治
・
公
共
の
役
割
の
実
現
の
た
め
に

担
い
手
へ
の
民
主
的
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
課
題
に

　

施
策
・
事
業
の
段
階
で
「
住
民
の

幸
せ
と
は
」
に
向
き
合
わ
な
い
「
担

い
手
」で
は
政
策
効
果
も
半
減
で
す
。

地
方
自
治
の
継
承
も
ま
ま
な
り
ま
せ

ん
。
で
は
、
今
、
自
治
体
行
政
の
担

い
手
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

　

左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
年

４
月
１
日
の
県
内
市
町
村
の
正
規
職

員
５
２
，
６
６
８
人
に
対
し
て
非
正

規
職
員
は
３
１
，
２
１
２
人
（
フ
ル

と
パ
ー
ト
合
計
）
と
、
正
規
職
員
の

41 伊　奈　町 309 0 265 
42 三　芳　町 284 0 235 
43 毛 呂 山 町 240 18 158 
44 越　生　町 108 0 74 
45 滑　川　町 131 0 91 
46 嵐　山　町 144 1 123 
47 小　川　町 246 0 144 
48 川　島　町 162 25 137 
49 吉　見　町 186 16 106 
50 鳩　山　町 114 0 77 
51 ときがわ町 123 0 79 
52 横　瀬　町 93 3 65 
53 皆　野　町 92 2 47 
54 長　瀞　町 78 3 60 
55 小 鹿 野 町 233 10 158 
56 東 秩 父 村 65 0 49 
57 美　里　町 107 3 35 
58 神　川　町 143 14 71 
59 上　里　町 203 20 51 
60 寄　居　町 264 0 160 
61 宮　代　町 231 14 173 
62 杉　戸　町 327 23 172 
63 松　伏　町 193 0 100 

町村合計 4,076 152 2,630 
市町村合計 52,668 2,749 28,463 

◎ 2023 年 4 月の正規と年度職員数

自治体名
正　規
職員数

会計年度任用職員
フル パート

1 さいたま市 9,782 415 3,701 
2 川　越　市 2,352 263 831 
3 熊　谷　市 1,350 0 1,415 
4 川　口　市 4,785 124 1,208 
5 行　田　市 541 0 410 
6 秩　父　市 707 0 469 
7 所　沢　市 2,128 132 1,867 
8 飯　能　市 601 0 575 
9 加　須　市 700 15 917 
10 本　庄　市 591 94 240 
11 東 松 山 市 749 0 366 
12 春 日 部 市 1,999 242 346 
13 狭　山　市 928 57 641 
14 羽　生　市 408 17 279 
15 鴻　巣　市 698 0 0 
16 深　谷　市 1,067 0 584 
17 上　尾　市 1,487 0 1,113 
18 草　加　市 1,967 546 713 
19 越　谷　市 3,100 0 1,131 
20 蕨　　　市 646 1 379 
21 戸　田　市 968 19 683 
22 入　間　市 869 193 586 
23 朝　霞　市 783 75 818 
24 志　木　市 397 9 382 
25 和　光　市 449 56 237 
26 新　座　市 894 34 651 
27 桶　川　市 459 0 438 
28 久　喜　市 922 96 611 
29 北　本　市 411 0 276 
30 八　潮　市 608 51 392 
31 富 士 見 市 588 24 600 
32 三　郷　市 973 70 469 
33 蓮　田　市 503 0 382 
34 坂　戸　市 588 20 391 
35 幸　手　市 351 0 244 
36 鶴 ヶ 島 市 377 0 310 
37 日　高　市 392 28 114 
38 吉　川　市 429 16 404 
39 ふじみ野市 659 0 526 
40 白　岡　市 386 0 134 

市合計 48,592 2,597 25,833 
※この表は埼玉県労働組合連合会（埼労連）が毎
年行っている県内各自治体への調査結果をもとに
作成しました。
　数字は各自治体の 2023 年 4 月 1 日現在で回
答していただいています。そのため、年度途中の
短期任用者を入れると会計年度任用職員パートは
更に増えるとことになります。
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約
６
割
も
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
役
所
に
電
話
を
か
け
た

際
の
電
話
交
換
、
庁
舎
入
口
で
問
合

せ
る
受
付
担
当
、
社
会
福
祉
・
教
育
・

体
育
施
設
等
の
民
間
委
託
・
指
定
管

理
で
働
く
労
働
者
も
大
勢
い
ま
す
。

　

住
民
票
・
印
鑑
証
明
か
ら
諸
手
当
、

税
関
係
の
窓
口
で
「
派
遣
」
に
よ
っ

て
働
く
労
働
者
も
含
め
る
と
正
規
職

員
を
上
回
る
数
の
、
非
正
規
・
民
間

外
部
化
労
働
者
に
よ
っ
て
行
政
が
担

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用
形
態
、
労
務
管

理
、
実
際
の
仕
事
の
仕
方
は
政
策
・

施
策
の
「
質
」
に
直
結
し
ま
す
か
ら
、

住
民
に
よ
る
担
い
手
へ
の
「
民
主
的

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
新
た
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
内
部
に
も
正
規
・
常
勤

以
外
の
様
々
な
任
用
形
態
が

　

今
回
は
、
自
治
体
が
直
接
に
雇

用
（
任
用
）
し
て
い
る
左
表
の
職
員

制
度
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。
な

お
、
公
務
で
は
職
員
を
採
用
し
て
働

か
せ
る
こ
と
を
「
任
用
」
と
言
い
ま

す
。　
「
雇
用
」
は
使
用
者
と
労
働

者
が
対
等
・
合
意
の
も
と
に
労
働
契

約
を
結
ん
で
働
く
（
現
実
は
使
用
者

優
位
だ
が
）
の
に
対
し
て
、
役
所
で

は
「
任
用
」
と
言
っ
て
「
お
カ
ミ
が

働
か
せ
て
や
る
ぞ
」
と
い
う
「
行
政

行
為
」
と
し
て
働
く
関
係
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
以
下
は「
任

用
」
の
用
語
を
使
い
ま
す
。
本
当
は

「
お
カ
ミ
」「
任
用
」
な
ど
と
言
っ
て

い
る
発
想
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
主

権
者
住
民
が
公
務
労
働
者
に
公
共
業

務
を
担
わ
せ
る
仕
組
み
の
は
ず
が
、

実
際
に
は
住
民
の
意
志
と
は
異
な
る

首
長
、
上
司
、
有
力
者
等
の
意
向
で

働
か
さ
れ
る
管
理
構
造
の
強
化
が
見

逃
せ
な
い
現
実
に
な
っ
て
い
ま
す
。

正
規
職
員
の
定
年
延
長
で
担
い

手
を
ど
う
す
る

　

具
体
的
な
任
用
構
造
は
上
表
の
と

お
り
15
種
類
で
す
。
正
確
に
は
他
に

も
あ
り
ま
す
が
稀
な
ケ
ー
ス
は
省
略

し
ま
す
。

　

表
の
Ａ
か
ら
Ｏ
で
簡
単
に
説
明
す

る
と
、
か
つ
て
公
務
員
と
言
え
ば
Ａ

（
定
年
前
職
員
）
だ
け
で
し
た
。
そ

れ
が
65
歳
ま
で
の
再
任
用
制
度
が
で

き
、
来
年
４
月
か
ら
定
年
年
齢
が
61

歳
と
な
り
、
２
０
３
２
年
の
65
歳
定

年
制
完
成
ま
で
２
年
刻
み
で
定
年
年

齢
が
延
び
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
Ｄ
の
役
職

者
（
課
長
や
部
長
）
は
原
則
60
歳
で

役
職
が
な
く
な
り
、
一
般
の
職
員

（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｅ
職
員
）
と
同
じ
位
置

で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
60
歳
以
降
に
家
庭
的
事
情

等
の
本
人
都
合
で
定
年
前
の
職
員
と

し
て
勤
務
で
き
な
い
場
合
は
Ｆ
（
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
）
の

任
用
で
、
そ
の
人
の
定
年
年
齢
が
来

る
ま
で
働
く
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
定
年
年
齢
ま
で
Ａ
職
員

と
し
て
働
い
て
後
に
、
Ｇ
、
Ｈ
の
再

任
用
職
員
と
し
て
65
歳
ま
で
働
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
働
き
方
の
選
択
肢
は
多
様
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
住
民
の
幸

せ
の
実
現
の
た
め
に
ど
う
制
度
化
す

る
か
は
各
自
治
体
で
様
々
で
す
。
実

際
に
現
在
の
再
任
用
制
度
で
も
65
歳

ま
で
働
か
せ
な
い
制
度
に
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
制
度
は
あ
っ

て
も
圧
力
で
働
か
せ
な
い
例
も
あ
り

ま
す
。

　

運
用
に
い
た
っ
て
は
更
に
曖
昧

で
、
首
長
の
お
気
に
入
り
職
員
を
再

任
用
の
役
職
に
配
置
し
た
り
外
郭
団

体
の
幹
部
職
員
に
据
え
た
り
も
あ
り

ま
す
。
定
年
前
職
員
時
代
（
Ａ
の
時

代
）
の
ご
褒
美
的
・
情
実
的
な
任
用

が
行
わ
れ
る
と
職
員
の
平
等
取
扱
い

原
則
（
地
方
公
務
員
法
13
条
）
か
ら

の
逸
脱
だ
け
で
な
く
、
住
民
自
治
・

行
政
の
質
に
関
わ
る
問
題
に
も
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
政
策
・
施
策
へ
の
精
通
、

◎ 複雑多様化する公務員任用制度
任 用 区 分 の 名 称 総務省

A 定年前職員（多数の通常見かける職員） 常勤

B 63 歳（現業一部）、65 歳（医師）定年
職員 常勤

C 65 歳への定年延長が
来 年 4 月から 2 年 1
歳間隔で始まります

定年延長職員 常勤
D 役職定年職員 常勤
E 役職以外定年職員 常勤

F 定年前再任用短時間勤務職員
（来年4 月〜） 非常勤

G （暫定）再任用職員 フルタイム 常勤
H 短時間 非常勤
I 会計年度任用職員 フルタイム 非常勤
J パートタイム 非常勤

K 臨時職員（常勤欠員代替で任期 6 か月
+6 か月） 常勤

L 任 期 付 職 員 
　（L は 5 年以内、M・
N は 3 年以内の任期）

高度専門知識職員 常勤
M フルタイム職員 常勤
N 短時間勤務職員 非常勤

O 非常勤特別職
（学校や公立病院嘱託医、調査員、他） 非常勤

※常勤、非常勤の区分は総務省の見解を入れました。た
だし、会計年度フルが非常勤などのこじつけがあります。
なお、労働法で常勤、非常勤の区分定義はありません。
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住
民
と
直
接
に
関
わ
る
こ
と
で
得
た

専
門
性
を
定
年
以
降
に
活
か
す
た
め

の
制
度
確
立
と
運
用
も
課
題
で
す
。

こ
れ
ら
は
労
働
条
件
問
題
と
し
て
労

働
組
合
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
治
体
行
政
の
担

い
手
の
問
題
と
し
て
住
民
の
視
点
か

ら
関
心
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

担
い
手
＝
マ
ン
パ
ワ
ー
へ
の
民
主

的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
は
、
次

の
Ｉ
（
フ
ル
タ
イ
ム
）
や
、
Ｊ
（
パ

ー
ト
タ
イ
ム
）
の
会
計
年
度
任
用
職

員
や
Ｋ
の
臨
時
職
員
の
「
雇
止
め
」

に
歯
止
め
が
必
要
な
こ
と
に
も
関
わ

っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
治
体
で
不
足
す
る
デ

ジ
タ
ル
専
門
職
を
民
間
営
利
企
業
か

ら
Ｌ
の
任
期
付
職
員
（
最
長
５
年
）

と
し
て
任
用
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て

い
る
国
の
動
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
、
任
期
付
職
員
の
ま
ま
入
札
等

へ
の
関
与
や
、
企
業
に
戻
っ
た
後
の

守
秘
義
務
な
ど
が
問
題
に
な
り
ま

す
。
住
民
自
治
に
よ
る
民
主
的
な
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
あ
り
方
を
構
想
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

正
規
の
職
員
に
つ
い
て
は
「
人
事

評
価
」
が
曲
者
で
す
。
首
長
の
公
約

の
実
現
、
上
司
の
業
績
目
標
の
達
成

に
貢
献
す
れ
ば
評
価
が
上
が
る
で
し

ょ
う
。
住
民
の
幸
せ
と
は
関
係
な
く

て
も
で
す
。

　

人
事
評
価
は
、
実
は
給
与
制
度
が

絡
ん
で
い
ま
す
。
定
年
延
長
に
と
も

な
っ
て
60
歳
時
点
の
給
料
の
水
準
を

７
割
程
度
に
ま
で
下
げ
る
制
度
が
目

論
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

で
は
中
高
年
に
な
る
と
や
る
気
も
出

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
人
事
評
価

で
昇
格
と
昇
給
の
機
会
を
与
え
よ
う

と
い
う
「
給
与
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
」
な
ど
と
い
う
こ
と
が
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

住
民
全
体
の
奉
仕
者
を
宣
誓
し
た

自
治
体
職
員
は
そ
ん
な
エ
サ
に
釣
り

上
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

次
回
は
、
Ｉ
と
Ｊ
の
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
を
お
伝
え
し
ま
す
。
こ

れ
が
ま
た
残
酷
で
す
。
１
年
単
位
で

任
用
さ
れ
る
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て

は
首
長
・
上
司
に
加
え
て
各
担
当
課

の
職
員
に
も
逆
ら
え
な
い
と
い
う
関

係
に
な
り
ま
す
。

　

１
年
単
位
で
も
「
任
用
を
続
け
て

ほ
し
け
れ
ば
言
わ
れ
た
通
り
働
け
」

に
抵
抗
し
た
会
計
年
度
任
用
職
員
が

人
事
評
価
で
低
評
価
と
な
り
、
次
の

４
月
か
ら
は
任
用
を
拒
否
さ
れ
た
事

例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
は
？

そ
れ
は
次
の
「
10
月
月
報
」
に
し
ま

す
。　

つ
づ
く

　デジタルと言えば、マイナカード?　保険証?
　実はデジタル田園都市国家構想やパーソナルデ
ータの営利活用などの政・財界戦略に始まり、自
治体の役割と業務システム改編、日常生活への
AI活用、それらの歯止めとなる個人情報保護な
ど、極めて広範な課題があり、未来社会を想像し
ながら向き合う必要があると考えます。
　本書は「デジタル化と地方自治」とはなってい

ますが、デジタル化の今日の全体像と、「技術を
有効に活用したデジタル社会」のあり方を考える
契機になります。
　個人情報保護と人権の課題、国の思惑優先の財
政措置（補助金）への規制をどうするかなど、今
後への課題提起は残る気がしましたが、とにかく
読み得でした。（H）
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